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Abstract 

 The Kurosegawa belt which was first recognized in Shikoku as the Kurosegawa Tectonic Zone is a narrow, 

discontinuous body with serpentinite mélanges that transects the middle of the Jurassic accretionary belts in 

the Outer Zone of SW Japan. This heavily disrupted belt incorporates numerous blocks of mainly continental 

affinity. Faunal and paleomagnetic data from previous studies suggest Siluro-Devonian components of the belt 

may have developed close to the South China Block when it was part of Gondwana supercontinent. Recent 

detailed investigation of elements of the mid-Permian fusulinoidean realm in mid-Panthalassa, their 

paleogeographic distribution, together with U/Pb age spectra for zircons from granitic rocks and sandstones 

from the belt allow recognition of the ancestral origins of the Kurosegawa belt. They indicate tectonic blocks of 

the Kurosegawa belt in serpentinite-matrix mélange including high-grade metamorphic rocks, granitic rocks, 

continental shelf sediments, and accretionary complex lithologies originally developed as a part of the South 

China Block. This continental block detached from Gondwana in the Middle Devonian, became isolated in 

equatorial regions north of Gondwana in the area between East Paleo-Tethys and Panthalassa from Permian 

to Triassic. 
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单中国地塊 

 

１.はじめに 

西单日本外帯の，上部古生界〜中生界堆積岩類で構成される秩父帯に，花崗岩類や高度変成岩類などの異質

な岩層が断続しながら点々と分布することは，先人達の研究により戦前から明らかにされていた。とりわけ，

それらの岩層は蛇紋岩と密接に関わって出現することが，Matsumoto and Kanmera (1949)の先駆的な論文で指

摘されていた。その後，市川ほか (1956)は四国西部秩父帯の詳細な地質調査に基づいて，花崗岩類（三滝火

成岩類），高度変成岩類（寺野変成岩類）およびシルル−デボン系（岡成層群)が，基盤にまで達する東西帯状

の不連続帯に沿って上昇し，「黒瀬川構造帯」を形成したとした。それは，当時の地質学の基本概念であった

地向斜–造山論を拠り所にして，古生代末の変動により分化した秩父帯（本州地向斜と呼ばれた）の中に発生

した大規模な構造運動の場であり，後生変形を受けて現在のような特徴ある分布（レンズ状部と呼ばれる）を

113



波 田 重 煕 

 

するようになったとされた。市川ほか (1956)の論文は，岩波書店が「科学」50巻記念増刊号として出版した

「論文にみる日本の科学50年（青木ほか編, 1980）」の中で，数尐ない地質プロパーの論文の一つとして取り

上げられたことが示すように，とくにプレートテクトニクス理論が確立する1970 年代までは，日本の中・古

生界の造構発展過程の研究に多大な影響を与えた。 

しかし，1970 年代に入ると, “上下運動”を重視する地向斜−造山論に代わってプレートテクトニクスが登

場して地球表層の“水平運動”が注目されるようになると，地球科学そのものを根底から再構築する必要に迫

られた。特筆すべきは，日本の研究者が多大な貢献をしたことによって，「付加体の形成プロセス」が解明さ

れたこと（勘米良, 1976; 平ほか, 1980；Kanmera and Nishi, 1983）および「放散虫革命」と表現されるよ

うに「放散虫生層序学」がめざましい進展を遂げたこと（Nakaseko and Nishimura, 1981；Mizutani et al., 

1981）であった。その結果，日本列島の地質を再検討する動きが一気に加速した。多くの研究者が関わった中・

古生界の再検討の結果，日本列島を構成する主体は海洋プレートの沈み込みに伴って形成された付加体である

ことや，主に紡錘虫化石によってそれまで古生界とされていた地層は，詳細な放散虫生層序解析によって次々

と若返り，主体は中生界であることが判明した。そこで，これらの新しいデータに基づいて，典型的な活動的

大陸縁辺域に位置する日本列島の地質を再考し，新たな地体構造論を展開する動きが活発となった（勘米良ほ

か, 1980；平ほか, 1981）。 

黒瀬川構造帯についても，その構成岩類の産状の特性や周囲の地質体との関係が明らかにされて，それまで

になかった造構論が提唱されるようになった（Maruyama, 1981；Hada and Suzuki, 1983）。それとともに，伝

統的に黒瀬川構造帯と呼ばれてきた領域は，新たな地体構造区分の基準に基づいて，より広い意味を持たせた

「黒瀬川帯」が使用されるようになった。それにともなって，黒瀬川帯およびその周辺の弱変成地質体の放射

年代に関する研究が四国を中心に進み，それに基づいて提案された斬新な地体構造論（磯﨑・板谷, 1991；磯

﨑・丸山, 1991）は，その後の黒瀬川帯の議論に大きな影響を及ぼしている。さらに黒瀬川帯研究に極めて重

要な貢献をしたのが，21世紀に入って開発された，花崗岩類や砕屑岩に含まれるジルコンのU-Pb年代を大量

かつ迅速に測定する新たな研究手法の導入であった。その結果，多様な岩層のブロックで構成される黒瀬川帯

の研究は飛躍的に進展するとともに，その特異性が浮き彫りになり，黒瀬川帯の西单日本における地体構造論

上の重要性が改めて注目されることとなった。 

本稿では，黒瀬川帯の多様な構成岩類は大陸起源地質体を主体とするとみなされることから，その年代や特

性を整理した上で，それらが帰属していた母大陸を特定することにする。 

 

２. 黒瀬川構造帯と黒瀬川帯 

西单日本外帯の秩父帯は秩父累帯とも呼ばれてきたように，従来から複合的な地史を辿った地帯であるとい

う認識があり，四国では，北帯，中帯および单帯という3区分が伝統的に採用されてきた。市川ほか（1956）

は，「黒瀬川構造帯」は北帯と中帯との境界断層に沿って，中帯の地下から絞り出された地質体によって構成

されると考えた。現在では，黒瀬川構造帯は，東は熊本県八代，宮崎県祇園山，大分県三国峠から，四国の愛

媛県・高知県・徳島県を経て（図１），紀伊半島西端の和歌山県名单風鼻
なばえのはな

，紀伊半島東端の三重県志摩半島，

さらに中部地方赤石山地单部や関東山地にも小規模ながら延長部が存在することが明らかになっていた。その 

114



四国中・西部黒瀬川帯の構成岩類とその起源 

 

図１ 四国における黒瀬川構造帯の分布（小出, 2012）. 地名は代表的な“レンズ状部”を示し，網かけ部分は黒瀬川構造帯

の模式地を含む愛媛県西予市の範囲を示す. 

Fig.1 Index map of the distribution of the Kurosegawa tectonic zone in Shikoku (Koide, 2012). Locality names correspond 

to the “lenticular body” and a shaded portion indicates an area of Seiyo-shi, Ehime Prefecture which includes the 

type locality of the Kurosegawa tectonic zone. 

 

後，黒瀬川構造帯に相当する地帯の分布は，紀伊半島東端から紀伊半島中央部まで途切れることなく連続する

ことや（加藤ほか, 2002），東京都西部でも確実な分布が再確認されている（沢田ほか, 2020）。すなわち，黒

瀬川構造帯は，单北方向の幅は多くの場合数km程度に過ぎないが，総延長は1000 kmに及ぶ細長い帯状に連

なる地帯とみなされる（Yoshikura et al., 1990）。図１には，四国の黒瀬川構造帯レンズ状部の名称（地名）

とその分布を示す（小出, 2012）。黒瀬川構造帯の模式地は旧愛媛県東宇和郡中筋村と黒瀬川村にまたがる地

域で, 現在は町村合併が繰り返されて愛媛県西予市に変わっている。 

一方，プレートテクトニクスに基づく日本列島の地体構造区分の再検討が進むと，市川ほか（1956）が示

した黒瀬川構造帯を特徴づける大陸起源を主体とする古期岩類などは構造帯レンズ状部に限定されることな

く，その周囲にも帯状，レンズ状あるいはブロック状の岩体として，大なり小なり蛇紋岩を伴う断層関係で

分布することが明らかとなってきた。そこで，黒瀬川構造帯に加えて，周囲の付加体とは産状や構造が異な

る地質体が分布する領域を含めて，新たな地体構造卖元を定義し直す必要が生じた。最近刊行された日本地

質学会（編）「四国地方（日本地方地質誌７）」の地体区分で村田（2016）は，日本が伝統的に使用してきた

「帯（belt）」を使用し，四国秩父帯を「秩父北帯（北部秩父帯）」，「黒瀬川帯」および「三宝山帯（秩父单

帯）」に 3 分した。本稿でも，この区分名を使用する（図２）。なお近年，とくに欧米では，周囲が断層で境

され，地質学的にまとまりを持った地層や岩体の集合体を「terrane（テレーン）」と呼ぶようになった（水

谷, 1988）。黒瀬川帯は，この後見るように，まさにテレーンの名称が相応しい地体構造卖元である。 
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図2 四国の地体構造区分図. とくに秩父北帯，黒瀬川帯および三宝山帯の分布を示す (Hada et al., 2001を改変). 

Fig.2 Geotectonic subdivision of Shikoku, particularly indicating the distribution of the Northern Chichibu, Kurosegawa 

and Sanbosan belts (modified from Hada et al., 2001).  

 

３. 黒瀬川帯を構成する地質体の年代と特性 

1990年代には，日本列島の大部分が「付加体」で構成されていることが判明し（磯﨑・丸山, 1991ほか），

四国の秩父北帯や三宝山帯も，海洋底起源の「ジュラ紀付加体」で構成されることが明らかにされた（松岡, 

1984；Hada and Kurimoto, 1990；松岡ほか, 1998 ほか）。その結果，四国ではジュラ紀付加体が分布する領

域に，“それらとは全く異質な岩層”，すなわち，主に大陸地塊起源の地質体が分布をする地帯として，黒瀬

川帯の顕著な特異性が浮き彫りとなった。加えて，秩父北帯や黒瀬川帯の弱変成地質体の白色雲母K-Ar年代

や変成度などの研究成果が次々と公表された結果（磯﨑・板谷, 1990, 1991；磯﨑ほか, 1992；村田・前川, 

2007, 2009など），黒瀬川帯を，隣接する地帯との相互関係に基づいて規定することが可能となった。そこで，

まず，黒瀬川帯を構成する地質体の特性や年代についてみてみよう。 

Maruyama (1981)やYoshikura et al. (1990)は，黒瀬川帯の構成岩類を，（１）先シルル紀基盤岩類：花崗

岩類および高度変成岩類；（２）シルル−デボン系石灰岩や火山砕屑岩類；（３）蛇紋岩に伴われる high-P/T

変成岩類岩塊；（４）弱変成付加コンプレックス；（５）ペルム紀付加コンプレックス；（６）中・古生代陸棚

堆積層および（７）蛇紋岩，に分類した。 

これら多様な構成岩類の複雑な分布の様子は，市川ほか（1956）による黒瀬川構造帯模式地を中心とする

四国西部の歴史的な地質図（図３）や，村田（2016）による最新の知見に基づく四国全域の秩父帯の詳細な

地質図に示されている（その一部，四国西部については，村田・前川（2013）がカラー版の地質図を公表し

ている）。 
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黒瀬川帯構成岩類のうち（１）と（２）は，まとめて「黒瀬川古期岩類」と呼ばれる。その中で，黒瀬川構造

帯の模式地である愛媛県三滝山を含め多くのレンズ状部に，最も広く分布しているのが「三滝火成岩類」である

（図３）。それは，さまざまな程度に圧砕や変質を被っているのが特徴の，花崗閃緑岩やトーナル岩からなる。

また，尐量の角閃石斑れい岩や輝石斑れい岩を伴う。市川ほか（1956）は三滝火成岩類の年代をペルム紀中世以

降と推定したが，安井（1984）により，高知県横倉山（図１）に分布するシルル−デボン系が三滝火成岩類（横

倉山花崗岩）を不整合関係で被覆することが発見されたことによって，その推定は成立しないことが示された。

さらに，不整合直下の花崗岩のジルコンU-Pb年代が測定されると，447±10 Maという決定的な年代値が得られ

た（Premo et al., 1988）。それまでにも，三滝火成岩類の放射年代の測定は四国や九州を中心に盛んに進めら

れてきていて，黒雲母や全岩のRb-Sr年代として，約450〜330 Maが報告されていた（早瀬・石坂，1967; Hayase 

and Nohda, 1969; 石坂，1972; Nohda, 1973; Yanagi, 1975)。また，高木ほか（1999）は，角閃石および黒雲

母のK-Ar年代として，434±13 Maおよび428±13 Maを報告した。さらに2000年代になると，花崗岩質岩から

分離したジルコンのU-Pb 年代測定が主流となり，多くの年代測定結果が公表されるようになった。それらをま

とめると，三滝火成岩類の火成年代は大略450〜430 Maの範囲に収まる（Hada et al., 2000; Aoki et al., 2015; 

沢田ほか, 2020）。さらに最近，Kawaguchi et al., (2022）は四国最西端の愛媛県西予市三瓶地域周木（図１）

に分布する花崗岩質岩のジルコンU-Pb年代を測定し，470.6±3.2 Maおよび468.3±2.7 Maという上記より尐

し古い年代を報告した。周木には，黒瀬川帯の角閃石斑れい岩の比較的大きな岩体が分布しており，武田ほか

（1993）は442.4±16 MaのK-Ar年代を報告していた。これらの結果，三滝火成岩類は，オルドビス紀中期から

シルル紀中期におよぶ長期間にわたる火成活動によって形成されたことが明らかになった。 

小林ほか（2000）やKawaguchi et al., (2022）によると，岩石化学的には，黒瀬川帯の花崗岩類はvolcanic 

arc affinity の特性を示すことが明らかにされている。一方，Aoki et al. (2015) は，三滝火成岩類には

S-type花崗岩に分類されるものが含まれることを明らかにしたが，最近沢田ほか（2020）も約440 Maの火成

活動で形成された花崗岩類には，花崗岩質マグマの元となった堆積岩などに含まれていた約2400〜500 Maの

年代を有する捕獲ジルコンが存在することを明らかにした。また，これらとは別に，高知県横倉山や鴻ノ森

（図１）には，シルル–デボン系に貫入する I-type に分類されるデボン紀花崗岩類の小岩体が存在すること

も明らかにされている（吉倉, 1982；長谷川ほか，2017）。 

「寺野変成岩類」は，四国では蛇紋岩に囲まれて産する小岩体あるいは三滝火成岩類に随伴するように分布す

る場合が多く（図３），多様な岩相のものが含まれる。それらのK-Ar年代が測定され，徳島県加茂谷（図１）の

角閃岩について 394±12 Ma (Iwasaki and Shibata, 1984)，高知市宗安寺（図１）のグラニュライト相高圧亜

相に属する角閃岩について409±21 Ma (Yoshikura et al., 1981)というのデボン紀前期を指示する年代が報告

された。また，小山内ほか（2000）は，Sm-Nd アイソクロン年代として，九州八代地域のざくろ石–卖斜輝石グ

ラニュライトについて約420 Ma（後退変成作用の年代とされた），ざくろ石角閃岩について約490 Ma，卖斜輝石

角閃岩について約540 Maを報告した。また，沢田ほか（2020）は関東山地の高圧型変はんれい岩のU-Pb年代を

測定し，原岩の火成年代として約490 Maを報告するとともに，それが古生代前期の弧–海溝系に付加したオフィ

オライト起源である可能性を示唆した。このように，寺野変成岩類にカンブリア紀の高度変成岩類が含まれるこ

とは，超大陸ゴンドワナとの関連など，黒瀬川古期岩類の形成場を考察する上で極めて重要である。 
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図３ 四国西部西予市の黒瀬川帯“三滝山レンズ状部”の地質図（市川ほか, 1956）.１. 三滝火成岩類；２. 寺野変成岩類；

３. 岡成層群(シルル?デボン系)；18. 蛇紋岩類（黒瀬川構造帯の代表的ユニットの凡例のみを示す）. 

Fig.3 Geologic map of the Mitaki-yama “lenticular body”in Seiyo-shi, Ehime Prefecture, west Shikoku (Ichikawa et al., 

1956). Legend of representative units in the Kurosegawa tectonic zone are as follows; 1. Mitaki igneous rocks; 2. 

Terano metamorphic rocks; 3. Okanaro group (Siluro-Devonian); 18. serpentinite. 

 

一方，市川ほか（1956）は，黒瀬川構造帯には珪長質凝灰岩，凝灰質泥岩，石灰岩，粗粒砂岩，礫岩など

からなる，非〜弱変成「シルル−デボン系」が分布することを明らかにした。高知県横倉山では，本層は三滝

火成岩類を不整合で被覆している（安井, 1984）。シルル−デボン系は，一般には小規模なブロック状岩体を

呈する場合が多いが（図３），高知県横倉山や鴻ノ森などでは，層状岩体の大規模なブロックが分布すること

が知られている。それらには，三葉虫，サンゴ，コノドント，放散虫などの豊富な化石を産することから，

これまで多数の層位・古生物学的研究が進められてきた（浜田, 1959； Kobayashi and Hamada, 1974; 桑野, 

1976；Nakai, 1981; Furutani, 1983, Aitchison et al., 1996；梅田, 1998ほか）。その結果，シルル−デボ

ン系は，シルル紀前期からデボン紀中期（443〜383 Ma）に形成されたことが明らかになっている。すなわち，

シルル−デボン系の形成年代は，三滝火成岩類の年代と重なっている。またその上部には，鱗木化石

（Leptophloem rhombicum）を産する，デボン系上部統が含まれる。Aitchison et al. (1996) は，高知県横

倉山のシルル−デボン系凝灰岩のジルコンのSHRIMPによるU-Pb年代として，427±7.6 Maおよび408.9±7.6 

Maを報告した。これらの放射年代値は，化石が指示する年代と矛盾しない。シルル−デボン系の主体は，火成

活動が盛んな活動的大陸前弧域の火山砕屑岩層や礁性石灰岩が特徴的な浅海成堆積層である。 
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（３）は，蛇紋岩中に取り込まれる結晶片岩の小規模なテクトニック・ブロックである（Nakajima and 

Maruyama, 1978; Maruyama et al., 1978）。それらの白雲母のK-Ar年代が測定され，徳島県木沢村坂州北方

（図１）からは405 Maおよび402 Ma（丸山・植田, 1975），高知県伊野地域からは327〜317 Ma（植田ほか, 

1980），高知市北方円行寺からは 240〜208 Ma (Maruyama et al., 1978)の放射年代が報告された。これらの

蛇紋岩に随伴するプレート沈み込み帯起源のhigh-P/T結晶片岩ブロックには，古生代デボン紀や石炭紀，中

生代三畳紀などの幅広い年代を指示するものが含まれる可能性がある。 

（４）を代表するのは，従来伊野層（中島ほか, 1978；Maruyama, 1981）と呼ばれてきた地質体で，最近

脇田ほか（2007）は，変成年代の違いにより，「古期伊野変成コンプレックス（350 Ma：石炭紀前期）」と「新

期伊野変成コンプレックス（185〜148 Ma：ジュラ紀前期〜後期）」の２つに区分した。前者は，蛇紋岩と後

者との境界に出現する小規模レンズ状岩体で，後者より粗粒で変成度が高い苦鉄質片岩（曹長石斑状変晶が

特徴的）からなり，尐量の泥質片岩を伴う。一方，高知県伊野町などに，大規模な蛇紋岩に囲まれて広く分

布する“伊野層”の大部分は新期伊野変成コンプレックスに分類され，主に苦鉄質片岩と泥質片岩とからな

る。泥質片岩に挟まる石灰質片岩には，石炭紀後期〜ペルム紀初期のコノドント化石（松田・佐藤, 1979）

が，また，スランプ層中のマール礫には三畳紀後期の放散虫化石（足立, 1989 など）を産することが報告さ

れている。このグループには，229〜186 Maの白雲母のK-Ar年代が報告されている上倉層（磯﨑・板谷, 1990）

が帰属するとみなされる。そのほかにも，放射年代は明らかにされていないが，新期伊野変成コンプレック

スに対比されるとみなされる小岩体が，小規模な石灰質片岩や蛇紋岩を特徴的に伴って各地に分布する。黒

瀬川帯には，プレート沈み込み帯で形成された，石炭紀，ペルム紀および三畳紀〜ジュラ紀の年代を有する

「変成付加コンプレックス」が存在することを示している。Hara et al. (2018) は，地球化学的研究および

砕屑性ジルコンのU-Pb年代スペクトルの分析に基づいて，伊野層や上倉層の供給源は，未成熟な海洋性火山

弧の主に安山岩質火山岩類であるとした。 

（５）の「ペルム紀付加コンプレックス」は，主に黒瀬川帯の北半部に広く分布する。高知県から愛媛県

にまたがる鳥形山−天狗高原−大野ケ原地域に分布するペルム紀付加コンプレックスは，大規模な海山起源の

ペルム紀生物礁石灰岩を主とし，泥質岩中には緑色岩類，石灰質砂岩や尐量のチャートのブロックを伴う（村

田・前川, 2013）。同様の石灰岩の大岩体を含む地質体は，高知県中央部の白木谷にも分布する。一方このグ

ループには，石灰岩の大岩体を伴わない，新改層（磯﨑, 1986）あるいは新改ユニット（脇田ほか, 2007）が

含まれる。新改ユニットは，上記の白木谷の石灰岩が卓越する部分とともに，かつては「白木谷層群」と呼

ばれていた地質体の一部で，最近メランジュ部分と主に砂岩からなる堆積岩部分で構成されることが明らか

にされた（Ohkawa et al., 2021）。前者には，緑色岩類，砂岩やチャートブロックとともに，外来岩塊と推

定される石灰岩礫岩を特徴的に伴う。石灰岩礫岩にはペルム紀中世最後期の豊富な紡錘虫化石が含まれ，チ

ャートブロックからは石炭紀新世からペルム紀新世におよぶ放散虫化石が報告されている（磯﨑, 1985, 

1986）。Hara et al. (2018) は，新改ユニットの砕屑岩類の供給源は珪長質火山岩類や原生代および古生代

の基盤岩類であることを示した。磯﨑 (1985）も，石灰岩礫岩には黒瀬川古期岩類に由来する礫が伴われるこ

とを報告している。また，Ohkawa et al. (2021) は，新改ユニットの砂岩組成および砕屑性ジルコンのU-Pb

年代スペクトルを詳細に検討し，砕屑岩類の供給源は下位が黒瀬川古期岩類などで，上位になると火山孤か
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らの供給に変化したことおよび新改ユニットの堆積年代は三畳紀前期まで延びることを明らかにした。 

（６）の「中・古生代陸棚堆積層」として従来からよく知られていたのが，二枚貝，アンモナイト，腕足

類などの大型化石を産する三畳系中部統蔵法院層群および三畳系上部統川内ケ谷層群（花崗岩礫を含む礫岩

層が挟在する）である。実はそのほかにも，黒瀬川帯の主に中部と单部には中〜粗粒砕屑岩を主とし，大き

いものは長径20cmを超えるような花崗岩質岩や珪長質火砕岩類などの礫を特徴的に伴う浅海成堆積層が存在

することが知られていたが，紡錘虫化石を産するペルム系を除くと，大型化石を産しなかったため年代は不

詳であった。そこで，それらの地層の年代が，細粒泥質岩や珪質凝灰岩から抽出した放散虫化石によって明

らかにされた（Hada et al., 1992）。その結果，上記の三畳系のほかに，愛媛県および高知県で，ペルム系

下部統（宮谷層・宮成層），ペルム系上部統（土居層群・市ノ瀬層群），ジュラ系下部統（成穂層・中之瀬層），

ジュラ系中部統（嘉義尾層群・毛田層）の存在が明らかとなった（図 4）。この中で，ペルム系下部統および

上部統の場合は，挟在する石灰岩に産する紡錘虫化石が指示する年代（中川ほか, 1959; Hada, 1974 など）

と，石灰岩の周囲の泥質岩から抽出された放散虫化石が指示する年代との間に差異はない。Hara et al. (2018) 

によると，ペルム系上部統市ノ瀬層群の供給源は，玄武岩質ないし安山岩質火山岩類および花崗岩質岩が分

布する地帯であることが明らかにされている。なお，高知県佐川地域においてジュラ系中部統毛田層の存在

を最初に明らかにしたのは松岡（1985）で，彼は毛田層を三宝山帯斗賀野層群と同時異相の関係にある付加

体の被覆層とみなした。しかし，高知県鳥形山黒滝–大植（図１）において，三滝火成岩類が毛田層相当層（白

亜系とされていた）の泥質岩の断片を構造的に取り込んでいること（波田, 1972）を根拠に，毛田層を黒瀬

川帯の地質体に含めた（Hada et al., 1992）。以上の結果，黒瀬川帯には，花崗岩質岩や珪長質火砕岩類な

どの巨礫を特徴的に含む，ペルム紀前期からジュラ紀中期にわたる種々の年代を指示する陸棚堆積層が存在

することが明らかとなった（図４）。 

ところで，石田・香西 （2004）は，四国東部には，ジュラ系中部統毛田層および嘉義尾層群に対比され，

珪長質火成岩類の礫を伴う坂州層群が分布し，その年代はジュラ紀前期から白亜紀最前期に及ぶという新た

な知見を明らかにしている。 

さらに，Hada et al. (2000) では三滝火成岩類とともに，ペルム紀およびジュラ紀陸棚堆積層に特徴的に含ま

れる花崗岩質岩礫に着目して，ジルコンのU-Pb年代が検討された。従来，これらの黒瀬川帯陸棚堆積層に含まれ

る花崗岩質岩礫の供給源は，黒瀬川帯唯一の花崗岩体である三滝火成岩類であると漠然と考えられてきたからで

ある。しかし，放射年代測定の結果は，三滝火成岩類の年代と陸棚堆積層中の花崗岩質岩礫の年代とは明瞭に異

なっていた。花崗岩礫の供給源は三滝火成岩類ではないことが判明した。そこで，放散虫化石により決定された

陸棚堆積層の堆積年代（Hada et al., 1992）と，そこに含まれる花崗岩質岩礫の新たに明らかとなった放射年代

（Hada et al., 2000）を対比すると，ペルム系下部統には277±5 Ma，ペルム系上部統には263.2±4 Ma，250.8

±9.1 Maおよび250±5 Ma，ジュラ系中部統には203.5±15 Ma, 202±5 Maの火成年代を示す花崗岩礫が含まれ

ることが判明した。すなわち，陸棚堆積層の堆積年代は花崗岩質岩礫の火成年代より尐し若いことから，花崗岩

類は固結後速やかに地表に露出して削剥され，陸棚堆積層に供給されたと推定される。 
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図４ 高知県西部仁淀地域の実間および黒滝レンズ状部の黒瀬川帯の地質図（Hada et al., 1992に加筆）. 

Fig.4 Geologic map of Jichima and Kurotaki lenticular bodies of the Kurosegawa belt in Kochi, SW Japan（modified from 

Hada et al., 1992）. 

 

ところで，ペルム系上部統に含まれる礫の年代のうち250.8±9.1 Ma および250±5 Ma は三畳紀前期に相

当することから，ペルム系上部統とされている土居層群の年代は，三畳紀前期までのびる可能性が高いと考

えられる。市ノ瀬層群の年代も，同様であろう。以上から，黒瀬川帯陸棚堆積層は，火成活動が盛んな活動

的大陸前弧域で形成されたとみなされる。 

（７）の「蛇紋岩」は，黒瀬川帯構成岩類の境界あるいはその内部にとどまらず，黒瀬川帯を画する断層

およびその周辺にも迸入している（図３および図４）。宮地・吉倉 （1988）によると，蛇紋岩の原岩は主に

ダナイトとハルツバージャイトであり，それらの超苦鉄質岩は島弧のウェッジマントルを構成していた「溶

け残りマントルかんらん岩」であるとされた。また蛇紋岩は，かんらん岩が蛇紋岩化した後に，緑色片岩相

〜角閃岩相低温部の変成作用受けたという証拠も示されている（吉倉・秦, 1981）。蛇紋岩が地表に露出する

ようになったのは，蛇紋岩由来の砕屑物に富む砂岩や礫岩を挟在する黒瀬川帯白亜系下部統がシルル−デボン

系を不整合関係で被覆することから，尐なくとも白亜紀前期であると推定される（甲藤ほか, 1976）。一方，

久田ほか（1996）は，黒瀬川帯のデボン系上部統に蛇紋岩由来のクロムスピネル粒子が含まれることから，

蛇紋岩が地表に露出した時期はデボン紀までさかのぼる可能性があるとしている。一方で蛇紋岩は，黒瀬川

帯の白亜系や秩父北帯のジュラ紀付加体に対して，断層関係である場合や衝上する場合があることから，後

生変形に伴って容易に塑性体的な挙動を示すと見られ，その活動は多時相にわたることは明らかである。 
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図５ 高知県伊野地域の黒瀬川構造帯の单北断面の模式図 (Maruyama, 1981) 

Fig.5 Schematic N-S profile of the Kurosegawa tectonic zone in the Ino district, Kochi, SW Japan (Maruyama, 1981). 

 

Matsumoto and Kanmera(1949)は，九州の黒瀬川古期岩類は必ず蛇紋岩を伴っており，一種の構造帯を形成

しているとみなした。その後，鈴木ほか（1976）や波田ほか (1979)は，黒瀬川構造帯は蛇紋岩メランジュ帯

と呼ぶにふさわしいことを示唆したが，それを精査したのがMaruyama (1981)である。彼は，黒瀬川構造帯構

成岩類の間には常に断層が存在し，断層内には蛇紋岩が固体貫入しているのが一般的で，この産状は蛇紋岩

メランジュそのものであるとした（図５）。その後，黒瀬川構造帯を含む領域は黒瀬川帯と再定義されたが，

黒瀬川古期岩類だけでなく，上記した黒瀬川帯構成岩類はすべて蛇紋岩基質中の異地性構造岩塊（テクトニ

ック・ブロック）とみなされる。このことは，黒瀬川帯のテクトニクスを考察する上で極めて重要である。 

ところで，Maruyama (1981)や Yoshikura et al. (1990)は，ジュラ紀付加コンプレックスや白亜系を，黒瀬

川帯構成要素として扱わなかった。しかし，秩父北帯のジュラ紀付加コンプレックスの中には，黒瀬川古期岩類

や陸棚堆積層と混在するように分布するものが確実に存在する（山北, 1998 など）ことなどから，黒瀬川帯の

構成要素にジュラ紀付加コンプレックスも含めるのが妥当である（山北・大藤, 2000）。また，黒瀬川帯には，

白亜紀以降の断層運動や褶曲運動を被った下部白亜系物部川層群・单海層群，上部白亜系外和泉層群などが特徴

的に分布する。それらは，黒瀬川帯構成岩類と不整合関係や断層関係（蛇紋岩を伴う場合がある）で複雑に入り

組んで分布する場合があることから，これらの白亜紀前弧海盆堆積層も黒瀬川帯の構成岩類に加えるのが適当で

あるとみなされる。黒瀬川帯は，白亜紀以降も，三波川変成帯の上昇，日本海の形成など，現在の日本列島形成

に関わる様々な構造運動の複合として形成されたことは間違いない（高橋, 2015ほか）。 

黒瀬川帯の構成岩類が確定すると，それらの分布範囲を画する断層によって，黒瀬川帯を定義することができ

る。黒瀬川帯の北限を画する断層は，高知県では秩父北帯ジュラ紀付加コンプレックス（仁淀川ユニット）と黒

瀬川帯変成付加コンプレックス（上倉層）との境界の上倉スラスト（Isozaki, 1987; Hada and Kurimoto, 1990）

（図４）で，愛媛県では鎌田スラストとされている（山北, 1998）。一方，黒瀬川帯の单限を画する断層は，高知

県では黒瀬川帯ペルム系陸棚堆積層と三宝山帯ジュラ紀付加体（斗賀野層群）との境界の仁淀スラスト（図４）

で，愛媛県ではペルム系上部統陸棚堆積層（土居層群）と三宝山帯ジュラ紀付加コンプレックス（野村層群）と
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の境界の城川スラストと定義されている（Hada et al., 1992）。黒瀬川帯の分布は，愛媛県西予市野村町西部で，

北へ湾曲するように分布する三宝山帯野村層群によって遮断されて一旦分布が途切れる。そのため，野村層群の

单限を画する魚成スラスト（池辺, 1936）が秩父北帯と三宝山帯境界断層となる（松岡ほか, 1998）。なお，黒

瀬川帯はより西方の愛媛県西端の西予市三瓶町地域に再出現することが知られている（図１）。 

 

４. 黒瀬川帯構成岩類はどの大陸に由来するのか 

黒瀬川帯を構成する主体は大陸起源の地質体であり，それらの年代や特性が明らかとなった。そこで，次

に取り組むべき課題は，現在は蛇紋岩メランジュ帯中のテクトニック・ブロックとなっている黒瀬川帯構成

岩類が，もともとどの大陸地塊に帰属していたかを明らかにすることである。黒瀬川帯の特徴的な大陸起源

の地質体が形成された，母大陸について考えてみよう。 

この点に関して，早くから着目されてきたのがシルル−デボン系の豊富な浅海動物化石群で，世界各地の

大陸地塊浅海域から報告されているフォーナとの類縁性や古生物地理的特徴に基づいて，それらの帰属を明

らかにしようとする研究が進められてきた。Hamada (1961), Kobayashi and Hamada (1974)は三葉虫化石に

基づいて, Kato (1990)はサンゴ化石に基づいて，また，梅田(1998)は放散虫化石に基づいて，それらは超大

陸ゴンドワナを構成していた单中国やオーストラリア地塊（図６）のフォーナと類似しているとする見解を

示した。また，Kido and Sugiyama (2011)は，黒瀬川帯のシルル紀四放サンゴ化石群には，汎世界的な分布

を示す種のほかに地域性の強い種が含まれ，後者はシルル紀における黒瀬川帯と单中国地塊との強い古生物

地理学的な関連性を示唆しているとした。 

一方，吉倉 (1982)は，シルル−デボン系が，①三滝火成岩類を不整合で覆う，②溶結凝灰岩を伴う珪長質

火砕岩類や粗粒砕屑岩類を主体とする，③花崗岩由来の砕屑物に富む，④浅海域で形成された礁成石灰岩を

含む，⑤石灰岩には花崗岩礫や溶結凝灰岩礫が含まれるなどの特徴を有することを指摘した上で，シルル−デ

ボン系は当時低緯度地帯にあった大陸ないし成熟した島弧周辺の乾陸域〜浅海域で堆積したと主張した

（Yoshikura, 1985）。また，久田ほか（1996）は，黒瀬川帯デボン系上部統に，島弧の上部マントルの上昇

流起源の蛇紋岩から供給されたクロムスピネル粒子が含まれることを明らかにし，当時の古地理図に基づい

て，それらは超大陸ゴンドワナ北縁部からデボン紀中期頃に分裂・独立し，北上を開始した大陸地塊の前弧

域に供給された可能性が高いとした。 

シルル−デボン系の形成場が低緯度地帯であったことは，古地磁気学的研究からも強く支持される。渋谷ほ

か（1983）は，高知県横倉山のシルル−デボン系ガラス質凝灰岩，溶結凝灰岩，石灰岩の古地磁気伏角が浅く，

推定される古緯度は5°〜15°であることを明らかにした。また，Shibuya and Sasajima（1983）は，高知県

鴻ノ森のシルル−デボン系の珪長質凝灰岩から得られた古緯度は北緯22.3°と0.2°であったことを報告した。 

このように，黒瀬川帯シルル−デボン系に着目した研究によると，その形成場は，超大陸ゴンドワナ，なか

でもその北東部低緯度地帯を構成していた单中国あるいはオーストラリア地塊の前弧域であったとする見解

が支持されてきた（図６）。 
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図６ カンブリア紀後期（514 Ma）の大陸と大洋の分布を示す古地理復元図 (Scotese, 1997 ). 

Fig.6 Paleogeographic map illustrating the distribution of land and ocean in the Late Cambrian (Scotese, 1997).  

 

そこで筆者は，この議論をさらに進めるために，黒瀬川帯のシルル−デボン系以外の地質体の特性に基づいて，

黒瀬川帯構成岩類が帰属していた母大陸を直接的に明らかにすることができないかと考え着目したのが，古テチ

ス海東部〜パンサラッサ海のペルム紀紡錘虫フォーナの古生物地理区による考察であった（波田ほか, 1996, 

2002; Hada et al., 2001）。紡錘虫化石は，地体構造卖元の起源の解析に極めて有効であることが知られていた

からである。最近，波田・後藤（2022）はこの課題について詳細に検討し直した。その結果，ペルム紀中世の古

テチス海東部〜パンサラッサ海の低緯度地帯には，特定の紡錘虫フォーナが形成するテリトリーが東西帯状に広

がっていたことが明らかとなった。その一つが，ペルム紀中世後期に著しい繁栄を遂げた紡錘虫Lepidolina が

形成したテリトリーで，それは古赤道を挟む单北それぞれ緯度 15°程度の熱帯海域を占めていたことが判明し

た。ところで，Lepidolina は，黒瀬川帯陸棚堆積層中の原地性石灰岩およびペルム紀付加体中の海山起源の異

地性生物礁石灰岩に特徴的に含まれる紡錘虫化石でもある。したがって，ペルム紀陸棚堆積層の原地性石灰岩は，

Lepidolina で特徴付けられるテリトリー内に位置していた大陸地塊浅海域に限定されることになる。また，海

山起源の異地性生物礁石灰岩は，パンサラッサ海赤道地帯のLepidolina が形成していたテリトリーから移動し

てきて，パンサラッサ海に面した沈み込み帯が存在する陸塊に付加したことになる。この二つの条件を満足する

陸塊は，Domeier and Torsvik (2014)や Huang et al.（2018）などが古地磁気データに基づいて復元した古地

理復元図を参照すると，ペルム紀中世にパンサラッサ海と古テチス海との境界の赤道地帯に位置していた「单中

国地塊」に限定されることが判明した（図７）。このように，ペルム紀中世紡錘虫フォーナの古生物地理が解明

されたことにより，黒瀬川帯ペルム紀陸棚堆積層およびペルム紀付加体の形成場は，单中国地塊東側のパンサラ

ッサ海に面した活動的前弧域であったことが特定された。 
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図７ ペルム紀中期（270 Ma）の大陸と大洋の分布を示す古地理復元図 (Domeier and Torsvik, 2014).略号SC：单中国大陸

地塊; A：インドシナ大陸地塊. 

Fig.7 Paleogeographic map illustrating the distribution of land and ocean in the Middle Permian （Domeier and Torsvik, 

2014）. Abbreviations SC: South China continental block; A: Indochina continental block. 

 

さらに，黒瀬川帯の起源をめぐる議論を飛躍的に進展させたのが，2000年代に始まったジルコンの大量年代測定，

とくに，砕屑性ジルコンの大量年代測定であった。従来，砂岩の堆積岩岩石学的手法に依拠してきた provenance

解析では，厳密に後背地を特定することは難しいことが多かった。この課題を見事に解決したのが，砕屑性ジルコ

ンの年代頻度分布の分析であった。それは，付加体概念の確立や放散虫生層序の確立に続いて，地球科学を著しく

進展させた画期的な研究手法となった。その結果，黒瀬川帯の構成岩類を形成した母大陸の探究に関して，確定的

な議論を展開することが可能になった。中間ほか（2010）は，日本列島に産する古生代・中生代砂岩および現世河

川砂に含まれる多量の砕屑性ジルコンの年代頻度分布の分析結果を明らかにした。その中で，シルル系砂岩からは

尐量ながら单中国（揚子）地塊の基盤岩と同時期（900〜800 Ma）のジルコンが確認されたことから，このことは原

日本列島が单中国の縁辺において発達したとする礒﨑・丸山（1991）の考えを支持するとした。これに基づいて，

磯﨑ほか（2010）は，古生代の日本は原生代後期の地殻が広範に分布する单中国に近接した場に位置していたとす

る考えを改めて主張した。また，Aoki et al.（2015）は和歌山県名单風鼻のオルドビス紀最末期の黒瀬川帯トーナ

ライト（三滝火成岩類）に含まれるジルコンの外来結晶の年代組成に基づいて，また長谷川ほか（2017）は高知県

横倉山に分布する黒瀬川帯デボン系上部統の基底礫岩から分離した砕屑性ジルコン粒子の年代スペクトルの分析に

基づいて，それらが单中国地塊において形成されたことは確実であるとした。また，Hara et al. (2018) は，高知

県および徳島県に分布する黒瀬川帯ペルム紀陸棚堆積層，付加コンプレックスおよび変成付加コンプレックスの砂

岩の地球化学的データや砕屑性ジルコンのU-Pb年代などを大 的々に分析し，それらの黒瀬川帯構成要素の供給源の

特性を明らかにした。それによると，ペルム系中部統伊野層や上倉層は，单中国地塊から縁海で隔てられた火山弧

東側のパンサラッサ海に面した沈み込み帯で形成されたこと，ペルム系上部統市ノ瀬層群や新改層は单中国地塊東

側に発達した陸孤の前弧海盆で形成されたと結論した。このように近年の，黒瀬川帯構成岩類に関する多様な研究

の進展はめざましく，とくに砕屑性ジルコンの大量年代測定が急速に進展した結果，黒瀬川帯を構成する多様な構

成岩類の形成場は，单中国地塊およびその活動的な前弧域であったことが確定的となった。 
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单中国地塊は，カンブリア紀からシルル−デボン紀には超大陸ゴンドワナの北東部を占めており，北側から

パンサラッサ海の海洋プレートが沈み込み込んでいた（図６）。寺野変成岩類には，超大陸ゴンドワナが形成

場であったことを示唆する約540 Maや490 Maの年代を有する高度変成岩類が含まれる（小山内ほか, 2000）。

また高知県妹背（図１）では，寺野変成岩類に分類される黒雲母片麻岩が部分溶融して，三滝火成岩類の花

崗閃緑岩〜石英閃緑岩に移化する関係が観察されている（鈴木, 1975）。また，濡木・唐木田(1988)は，徳島

県阿单市の寺野変成岩類に十字石と藍晶石を含むものが存在することを発見し，寺野変成岩類には緑レン石

角閃岩相から角閃岩相を経てグラニュライト相高圧亜相へと続く中圧タイプの変成相系列に属する変成岩類

が存在することを明らかにした。また前述したように，Aoki et al. (2015) は三滝火成岩類には S-type 花

崗岩が含まれるとし，沢田ほか（2020）も三滝花崗岩類には，花崗岩質マグマの元となった堆積岩に由来す

る原生代からカンブリア紀におよぶ年代を有する捕獲ジルコンが含まれることを明らかにした。このように，

寺野変成岩類や三滝火成岩類には，单中国地塊の成熟した大陸地殻の下部地殻ないし中部地殻において，カ

ンブリア紀からシルル紀の間に，活発な深成・変成作用が進行していた様子が見事に記録されている。また，

吉倉 (1982)や長谷川ほか（2017）は，三滝火成岩類と不整合関係にある浅海成シルル系に直下の花崗岩類の

ジルコン粒子が多数含まれることを示し，当時の单中国地塊の活動的前弧域では活発な火成活動が進行して

いて，形成された花崗岩類は固結後速やかに地表に露出・削剥されていたとした。また，シルル–デボン系に

貫入するI-typeデボン紀花崗岩の小岩体も存在する（吉倉, 1982；長谷川ほか，2017）。すなわち，シルル–

デボン系の形成は，单中国地塊の北東側の活動的大陸前弧域におけるvolcano-plutonic formationを成す活

発な火成活動が進行する中で進行したことを指示している（前島・吉倉, 1976; 波田ほか, 1979）。 

单中国大陸地塊は，デボン紀中期頃には超大陸ゴンドワナから分裂して北に移動し，石炭紀，ペルム紀か

ら三畳紀前期までは，古テチス海東部とパンサラッサ海の境界の赤道域に，独立した大陸地塊として位置し

ていたことが知られている（図７）。黒瀬川帯構成要素の中で石炭紀の年代を示すのは，変成付加コンプレッ

クス中やペルム紀付加体中のチャートや石灰岩ブロックのみで，極めて断片的である。それに対して，ペル

ム紀から三畳紀の間に形成された陸棚堆積層や付加体は，より広範に分布している。これらの地質体は，单

中国地塊東側のパンサラッサ海に面した活動的大陸縁辺域で形成されたとみなされる（図７）。 

その後，单中国大陸地塊は徐々 に北に向かって移動しながら，西から移動してきたインドシナ大陸地塊と三畳紀中

期末（240 Ma頃）に，さらに，三畳紀後期（220 Ma頃）には单から移動してきたCimmerian大陸地塊と衝突・合体し

て（Yan et al., 2018; Huang et al., 2018），最終的に，北中国地塊とともにアジア大陸（ユーラシア大陸）の原型

を形成した。その結果，单中国地塊は再び大きな大陸地塊の一部を構成することになった（Matthews et al., 2016）

（図８）。したがって，黒瀬川帯のジュラ紀前期から白亜紀最前期におよぶ陸棚堆積層やジュラ紀付加体は，アジア大

陸東縁の太平洋に面した長大な活動的大陸縁辺域の，单中国地塊部分で形成されたとみなされる。また，それらの陸

棚堆積層には，地層の年代と近似する火成年代を有する花崗岩質岩や珪長質火砕岩類の礫が特徴的に含まれることか

ら，单中国地塊の活動的な前弧域では，プレート沈み込みによる活発な火成活動がこの間断続的に進行し，シルル–デ

ボン系の場合同様に，形成された花崗岩類は固結後速やかに地表に露出・削剥されていたとみなされる。しかしなが

ら，三滝火成岩類を不整合に被覆するシルル系の場合を除くと，陸棚堆積層に礫を供給した花崗岩体本体は，断片と

いえども日本列島には存在していない。このことは，黒瀬川帯のテクトニクスを考える上で極めて重要な鍵となる。 
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図８ ユーラシア（アジア）大陸が形成されたジュラ紀後期（150 Ma）における大陸の配置を示す古地理図（Matthews et al., 

2016）. 

Fig. 8 Paleogeographic reconstruction map of the Eurasian (Asian) continent in Late Jurassic time（Matthews et al., 

2016）. 

 

以上のように，カンブリア紀からデボン紀後期におよぶ大陸起源の黒瀬川古期岩類，ペルム紀から白亜紀

最前期の間に形成された陸棚堆積層および石炭紀，ペルム紀，三畳紀やジュラ紀の付加コンプレックスや変

成付加コンプレックスなどの黒瀬川帯構成岩類の形成は，上記のような変遷を辿った单中国地塊の大陸地殻

とその活動的前弧域において進行したことが確実となった。  

なお本稿では，紙数の都合から議論できないが，黒瀬川帯と岩層構成，中・古生界の層序や古生物地理が

よく似ているとされる单部北上帯の起源についても，これまでに多くの議論がなされている。例えば，永広・

蟹澤（1996）やEhiro(2001)は，单部北上帯は，单中国地塊やオーストラリア地塊に近接した，超大陸ゴンド

ワナ北縁の沈み込み帯で前期古生代に誕生したこと，それはデボン紀後期には单中国地塊とともにオースト

ラリア地塊から分裂し，その後ジュラ紀まで单中国地塊に近接した位置にあったという，前述した黒瀬川帯

の起源と酷似する起源を提案されていることは注目に値する。 

 

６.まとめ 

 西单日本外帯黒瀬川帯は，付加体が広範に分布する秩父北帯と三宝山帯に挟まれた狭長な帯状の領域に，

主に大陸地塊起源の多様な年代の地質体が，蛇紋岩基質中や断層で境されたテクトニック・ブロックを形成

している地体区である。このような蛇紋岩メランジュ帯の特徴を有する黒瀬川帯は，九州から関東山地まで

断続的に確認される。黒瀬川帯を構成する多様な地質体は，大陸地塊の地殻そのものやその活動的大陸前弧

域で形成されたカンブリア紀からデボン紀後期におよぶ黒瀬川古期岩類，ペルム紀から白亜紀最前期の間の

種々の年代に形成された活動的大陸縁辺域の陸棚堆積層および石炭紀，ペルム紀，三畳紀やジュラ紀の大陸

地塊に付加した付加コンプレックスや変成付加コンプレックスの断片である。 

これらを形成した母大陸は，シルル–デボン系の古生物地理的特徴，古テチス海東部〜パンサラッサ海のペ
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ルム紀紡錘虫フォーナの古生物地理，古地磁気学的データ，さらに，砕屑岩や花崗岩質岩に含まれるジルコ

ン粒子の年代スペクトル解析を総合することによって，单中国地塊およびその前孤域であったことが特定さ

れた。 
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